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岐阜高山教務所だより 
 

高ひだ御坊真宗公開講座のご案内（12/4） 
飛騨御坊真宗教化センターでは、多くの方々に仏法に触れていただく機会となるよう、各団体の御

協力で、真宗公開講座を開催しています。 

つきましては下記の通り開催いたしますので、有縁の方々とお誘いあわせのうえ、ご聴聞ください。 

日 時  ２０２5年１２月 4日（木） 午後２時から 

講 師  北條 親善氏（岡崎教区第３５組成福寺） 

講 題  目の前のお方をただびとと思うなよ—山谷での炊き出しを通して— 

会 場  高山別院御坊会館 

参加費  500円 

主 催  高山地区真宗同朋会 

 

 

岐 仏教公開講座のご案内（12/20） 

「生きるってどういうこと」を年間テ－マとし、「眼(まなこ)をひらく 心(こころ)をひらく」をサブテーマ

として、第 244回を開催いたします。 

一人でも多くの有縁の同朋と共に、仏法聴聞の場に出遇っていただきますようご案内申し上げます。 

 

日 時 12月２０日（土）午後 2時から 

講 師 崖
きし

  超
はるか

 氏 

（真宗大谷派ボランティアセンター 

非常勤嘱託） 

講 題 「うれしいこと」 

会 場 岐阜高山教務所 

聴講料 年間聴講券（5,000円） 

    当日券（500円） 

 

 

【先生からのメッセ―ジ】 
苦しく先が見えない不安の中で全国から駆け付け

てくれた仲間と共に私たちは行動を共にしました。そ

して彼らに引きずられるように一歩を踏み出すことが

できました。 

震災は私に仏典に言い当てられている自分の姿を

容赦なく見せつけました。 

災害や苦しみを他人事にしてしまっていた私の姿

が照らし出されたとき、同朋として手を取り合い、歩

みだす道が開かれること、気が付いたことをお話しで

きたらと思います。 
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今月のテレホン法話 

テーマ 

いのちの出会い「真実の声を」 

℡（058）265-0033 

12月 1日～末日 

 土岐 康代氏 （第３組 憶念寺） 

 

 

1２月の主な行事 

１日（月）〔13時〕サラナン岐 

3日（水）〔14時〕行財政改革教区説明会 

8日～11日 岐阜別院報恩講 

9日(火) 〔14時・19時〕御同朋を生きる輪読会高 

10日(水) 岐阜別院報恩講団参高 

        高山教務支所事務休止 

15日～18日 竹鼻別院報恩講 

1６日（火）〔1４時〕御同朋を生きる輪読会岐 

〔16時〕教化研究所高 

１8日（木）〔１５時〕企画会議高 

１９日（金）〔14時〕聖典聖教学習会岐 

〔19時〕教化学研修室岐 

20日（土）〔14時〕仏教公開講座岐 

22日（月）〔14時〕開顕部会岐 

24日（火）〔1４時〕是旃陀羅実行委員会 

２７日（土）～１月６日（火） 年末年始事務休止 

 

 

『ぎふどうぼう 132 号』発刊 
『ぎふどうぼう 132 号』を発刊しましので、同封させ

ていただきます。追加で必要な方は、教務所までご連

絡お願いいたします。 

書籍の紹介 

【書 籍 名】  修正会 

【著 者】  梶 哲也（著） 今村 風子（絵） 

￥77 （税込） 113×177㎜・16頁 

●頭を下げざるを得ない  

一郷正道 (岡崎教区第 34組 真勝寺前住職) 

●住職になったご縁を大切に  

ジェシー釋萌海（京都教区敦賀組 高雲寺住職） 

◇特集 真宗本廟（東本願寺）の鏡餅 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【書 籍 名】  仏法とはどのような教えか 

【著 者】  伊藤 元 

￥330 （税込） 新書 120頁 

思いもよらない事が起こるこの世の中で、仏法を聞く

という事はどのようなことなのか―。時に厳しく、時に

笑いを交えて語る著者渾心のメッセージが込められ

た一冊。
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教務所・支所事務休暇について 
岐阜高山教務所及び高山教務支所は下記の期間事務休暇をいただきますので、ご了承いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

期 日 12月 10日(水) 

対 象 高山教務支所 

事 由 岐阜別院報恩講団体参拝のため 

期 間 1２月２7日（土）～１月 6日（火） 

対 象 岐阜高山教務所及び高山教務支所 

事 由 年末年始事務休暇のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム「所員のつぶやき」 

以前も別院で遊んだ幼い頃の話を書いた気はしますが、思い出話をもう一つ。  

「遊園地」と言われて何を思い浮かべますか？ジェットコースターやメリーゴーランド、観覧車…。しかし、高山に

そんなキラキラな場所はありません。幼いころの私は、別院の片隅にある公園を「遊園地」だと言われて育ってき

ました。私もきっとこれが“遊園地”だと思って遊んでいたのでしょう。しかし、小学校低学年くらいでしょうか、本

当の“遊園地”を知った私は「これは遊園地じゃない！公園だ！」と反論するようになりました。  

大きくなるにつれ、公園で遊ぶことは減りましたが、大人になり、姪っ子や甥っ子を連れて遊びに行った時には、あ

れだけ「公園だ！」と言い張っていた私も、「ここは遊園地だよ。」と洗脳してきました。しかし、素直だった姪っ子た

ちも、いつからか「ここは遊園地じゃない！公園だ！」とあの時の自分と同じ事を言うようになりました。   

“遊園地とは？”  

AI 曰く、“遊びを楽しむ場所”だそうです。存分に遊びを楽しませてもらった私は、やっぱりここは遊園地だったの

かと再確認した今日この頃です。でも、ナガシマスパーランドの絶叫は別院の滑り台 

より楽しかったな…。 高山別院の“遊園地”遊びにきてみませんか？  

高山教務支所 平田彩美 
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お知らせ第２種共済制度「地震災害の保障」内容変更について 

教務所長巡回等でもお知らせの通り、第２種共済制度「地震災害の保障」内容が下記のとおり変更となります。 

ご不明な点などは教務所又は支所へお問い合わせください。 

 


